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1 は  じ  め  に

独立行政法人果樹研究所 リンゴ研究部で開発された新

わい性台木 JMl、 JM7は従来の M系台木と異なり、挿  3 試験結果および考察
し木繁殖性を有することから、苗木生産の大幅な効率化

や生産者の自己増殖への応用が期待されている。しかし、 (1)挿 し木時期の検討 (試験 1)

現地においては挿し木活着率の劣る例が多く見られてい   活着率は JMl、 JM7と も 3月 下旬の挿し木が最も優
ることから、JMl、 JM7の挿し木繁殖安定技術について  れた。このことから、挿し木は消雪後、なるべく早く行

(2)試験場所 岩手県農業研究センター内圃場      た。生育状況も含めた総合評価では自黒マルチ≧黒マル

検討を行つたのでここに報告する。

2試 験  方  法

(1)試験年次 1999年～ 2002年

(3)試験内容

1)試験 1 挿 し本時期の検討
a3月 下旬
b4月 上旬
c4月 中旬
d4月 下旬
2)試験 2 マルチ資材の検討
a自黒マルチ
b黒マルチ+土壌被覆
c黒マルチ (対照区)
3)試験 3 月巴培管理法の検討

か け た 。

・挿 し木間隔は 15cm× 15cm間隔とした。

に、上部切り口は塗布剤で保護し、一晩水上げを行つた。

・穂木を挿す際は、芽が上を向くよう穂木をやや斜めに

挿し、上部一芽をマルチ上に出した。

った方が良いと考えられる。活着後の生育については、

試験区間で大きな差は見られなかつた (表 2)。

(2)マルチ資材の検討 (試験 2)

活着率は、対照の黒マルチのみの区よりも自黒マルチ

および黒マルチ+土壌被覆を用いた区の方が優れてい

チ+土壌被覆 >黒マルチの順になつた (表 3)。
マルチ資材利用による露地地温との差は、黒マルチ+
土壌被覆区が最も小さく、次いで自黒マルチ、黒マルチ

の順であつた (図 1)。

(3)肥培管理法の検討 (試験 3)

活着率に関しては、試験区間であまり差は見られなか

つた。活着後の生育状況は堆肥 +尿素施用区でやや勝る
傾向であつた (表 4)。

(4)発根促進剤の利用法の検討 (試験 4)

活着率はオキシベロン液剤 4倍液瞬間浸演処理区で高
かつた。活着後の生育は試験区間で特に差は見られなか

挿し木  挿し木の時期は消雪後出来るだけ早く 3月 下旬に
イ予う。

a 堆肥混和 (挿 し床耕起時に完熟堆肥を 1ぽあたり  つた (表 5)。
lkg混和 )
b 尿素 (活着後、マルチ面にナイフで切れ日を入れ   4 ま   と   め
て施用。窒素成分 10kノ 10a)

c lt肥 +尿素 リンゴの新わい性台木 JMl、 JM7の挿し木繁殖方法
d 液肥 (ハイポネックス 200倍。発根確認後、葉面   について表 1の ようにとりまとめた。すなわち、完熟堆
散布。)                       肥を混和し、黒マルチまたは自黒マルチで被覆した床に、

c無処理 (対照区)                 発根促進剤を処理した穂木を 3月 下旬に挿 し木する。さ

4)試験 4 発根促進剤の利用法の検討         らに挿 し木後、マルチ上を土壌で被覆 し、活着後は窒素

a IBA(オ キシベロン液剤)4倍液、挿 し木直前瞬間  肥料で追肥を行うことにより、安定かつ効率的に台木を
浸漬処理

b IBA(オ キシベロン液剤)1,000倍 液、24時間浸漬
処理

増殖することができる。

c IBA(オキシベロン粉剤)05%、 挿し木直前切り口   表l JMl、 JM7の挿し木方法
粉衣処理

d無処理 (対照区)
管理法 技術内容

挿し床 ・元肥として良質な完熟lt肥を l lllあたり lkg混和
する。

※共通供試条件                          被覆資材は黒または自黒のポリマルチを用いる。

・床土は堆肥混和後、20～ 30cmの深 さにロータリーを       挿し木後、直ちにマルチ上に上壌を被せる。

・穂木の採取部位は前年伸長した新梢の中位から基部に      ・挿し木直前にインドール酪酸液剤 (オキシベロン液
かけての部分を用いた。 剤)4倍液で挿し穂を瞬間浸漬する。

・最下部は接ぎ木ナイフでくさび形に切 り返すととも  肥培管理・6月 中旬に窒素成分 10kノ 10a相当の追肥を行う。
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表2 挿 し木の時期が発根及び生育に与える影響
年度 台木 挿木時期 活着率 発根

′ 基部径 新梢径 伸長量
(%)程度  (mm)(mm)(cm)

2000Y JM1 4月 上旬  345 40  123  78  875
4月 中旬  233 36 137  77 94フ
4月 下旬  1,1 40  129  68 928

,M7 4月 上旬  314  37   142   74  653
4月 中旬  171 35  H7  48 533
4月 下旬   0  -  ――   ―  ――

2001X JM1 3月 下旬  96, 38  185  フ2  874
4月 中旬  633 39  176  76 1001

JM7 3月 下旬  800 36  182  59 670
4月 中旬  500 34  151  48  553

Z発根程度基準

1:発根量が少なく、さらに苗回で 1年養成を要する

2:発根量多くないが、乾燥防止など定植時に丁寧に扱えば

植栽可能

3:発根量多く、問題なく定植可能
4:発根量極めて多く、定植後、EI盛な生育が望める
Y圃場はリンゴ作跡地.黒マルチ、堆肥無し、オキシベロン4
倍液処理、葉面散布あり。挿し木時期は 4る、4′ 14、 4/26
X黒マルチ、堆肥無し、オキシベロン4倍液処理、葉面散布
あり。挿し木時期は 3/29、 4712

表3 挿 し木におけるマルチ資材及び上壌被覆の効果
年度 台木 試験区  活着率 発根 基部径 新梢径 伸長量

(%)

表4 挿 し木における堆肥混和及び追肥の施用効果
年度 台木  試験区  活着率 発根 基部径 新梢径 伸長量

(%)程 度 (mnll(mm)lcm)
2001ι JMI  尿茉施肥   633 39  17'  74  901

堆肥滉Ⅲ1   800 39  180  75  933
液月巴案面il吹 4,   633   39    176    76   1001

JMl   堆,巴泥n1    972  32   126   64   794

撃
'巴

+ヌ栞  915 32  128  62  810
スぉ施
"1   944 35  129  64  798

無施肥(対Ill) 914 33  H1  49  636
JM7  輩Ile滉Ⅲ  1000 31  118  57  693
堆肥+尿楽  1000 35  125  67  817
尿素施

"サ

  1000 34  106  51  645
無施:巴 (対lll) 1000 28   92  36  498

JMl    自黒マルチ     633  39

黒マルチ+鱗被履 667 38
黒マルチ樹照)  533  37

程度 (mm)(mm)に m)

葉面散布あり、″12

176    76

170    61

1'3    55

００

”

ｍ

Z黒マルチ、オキシベロン4倍液処理、4/12挿 し木、6/18尿
素施用
Y白黒マルチ+土壌被覆、オキシベロン4倍液処理、3/27挿

し木、6′H尿素施用

表5 インドール酪酸液剤の処理が発根及び生育に与

年度  台木  試験区  活着率 発根 基部径 新梢径 伸長量
(%)程 度  (mm)(mm)(cm)

19ヴ JM1 4倍 曖μ1  675  33  H2  53  686
]000`書  241+F●∫ 450   36    112   60  ,96
オキシ人ロン粉

" 550  29  102  45 561
無処理(対照)475  38  122  69 878

JM7   4倍  瞬,1    475    35    135    73   662

1000倍   24'キ II1 38 5    36     13 9    66   62 6

オキシベロン粉刺 400  37  136  66 617
無延理(対熙)325  37  142  76 665

Z黒マルチ、堆肥有り、葉面散布あり、4/15挿 し木

Z堆肥無し、オキシベロン 4倍液処理、
挿し木

図 1

注)地温の測定は自記温度計によ
マルチの種類による地温の変化 (5/2～ 4)

り、マルチ下 10cmの 地温を計測 した。
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